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は じ め に

本協会は,昭和59年度および昭和60年度に中国,タイにおける人口と開発に関する国別デ

ータ編をまとめた｡中国のデ-タ分析は,農村人口の出生率と生活水準の関連,タイの分析

紘,-ンコク･スラムの人口動嵐 生活環境,保健･福祉および定着･移動について行なっ

た｡

本年度は,人Uと開発関連のデータを世界各国についてできるだけ多くの指標を収集し各

部門別にまとめたo

同収集チークの特徴は,従来アルファベット順によってまとめられていたものを,人口規

模,中位教年齢,出生率,出生時の平均余*,中等教育就学率,l人当たりGNPのそれぞ

れ順位別にまとめたことにある｡

本統計策をまとめるに当たり,黒酬安夫日本大学人口研究所名誉所長の指導のもとに,伊藤

達也厚生省人口問題研究所人口情報部人口解析センタ-重民 小野敬子日本大学人口研究所

研究生,小泉帽子東京大学大学院農学系博士課程4氏が中心に専門家グループを結成し,チ

ータ処理を行なった｡

本書は,また不 卜分な点が多々あると思うが,人口と開発問題に真剣に取り組まれている

諸国の関係機乳 関係者にとり参考になれば幸いである｡

終わりに,本書制作事業にあたり,多大な乙支援をいただいた(財)日本船紬振興会 (笹川

良一会長)ならびに国連人口活動基金 (R サラスE好務局長)に感謝申し上げる｡

昭和62年2月

財団法人アジア人口･開発協会

理事長 円 中 龍 夫
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1 統計概要 - 世界とアジアの人口 -

政策立案にとって適確なテ一夕は不可欠であるoこのような認識紘,近代国家の成立とと

もにLj三まれ,現在のような統計制度が整備されてきているO

政策の目的が国民の生活水準の向上にあるとすれば,国民の社会経済的状況についてのデ

ータとともに,人口の動向についての精度の高いデータもまたきわめて重要である｡国際連

合や世界銀行は,このような見地から人口および経済社会に関するデ-夕の収集･評価･補

正を行なうことによって,国際比較のできるテ-夕を提供してきた0

人口の動きは,経済の動向に比へて.緩慢である｡しかし,10年を単位としてみるなら

は,人口の変化がその社会に及ぼす影響はきわめて大きい｡

そこで,APDAは1986年までに入手できた人口と開発に関する基礎的データをもとに,本

書を作成した｡

この資料は,2つの目的を持っている｡第1のEj的は,人口と開発に関する基礎的なデー

タ間の関係を示すことにあるOたとえばある国の人u増加率は,死亡率よりも出生率の水準

に左右されていること,そして出生力の水準は.女子の教育水準や経済水準との関係が深い

こと,また死亡率は平均寿命や乳児死亡率と密接な関係があるとともに.乳児死亡率は,衛

生の水準ばかりでなく女子の教育水準とも関連性のあることなどを,最近のデータによって

たしかめることである｡

第2の目的は,Ltr界の中でアジアの国々がとのような位置にあるのかを示すことにある｡

アジアの国は,様々であるo これらの国が,Ltr界のrfJでどのような位置にあるのかを知るこ

とは,これから何が必要であるのかを知る大きな手掛りとfj:るからであるOそこで.世界の

人口3,000万以上の国とアジアの500万以上の国計39か国のテ一夕を用い,それを示した｡
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世界人口が50億人になるのは.1987年7月11日頃である｡

1987年年央の1ti界の絶入Uは,国際連合 (1984年推計)によると,49倍9,800万人と推ます

されている｡1988年の年央人口が50倍

800万人であることから.世界の総人口

が50位に達する日を計算すると,1987

年7月】=]頃となる｡

ところで,世界の総人口は1650年に

約5倍と推計されているので.約330

年間に10倍に増加したことになる｡し

かし,20鯨に達したのが1930年,30位

を超えたのが1960年,そして40倍に適

したのか1975年とされているので,人

口増加は最近になるはと大きくなって

いることがわかるo

人口増加率をみると.1650年頃まで

はゼロに近かったが,1970年では2%

を超えていた｡この増加率は,人口が

35年間で倍増することを意味している｡

2025年までの推言lによると,地樺上

の人Uは2000年に61嵐 2025年に82倍

に逮する｡

図1 世界人口の推移と予測●1950-2025
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ビック10で,世界人口の3分の2.

国際連合の1984年推計の対象となった国あるいは地域の数は,210であった｡ この中から

人口100万以上の国の人U規模と順位の相関を対数グラフに示すと,はは直線的に止んでいる｡

第 1位の国は中国で,1985年年欠の人口は10倍6,300万で 世界人口の21.9%を占めている｡

地球上の5人に1人は中坦人ということになる｡

第2位はイントで,1985年年央人口は7億5.900万人である｡第3位はインドの3分の 1の

人uのソヒエト連邦で人口は2億7,900万(世界人口の5.8%),第4位はアメリカ合衆国で2

位3,800万 (4.9%)となっている｡

人口が現在1億台の国は9ヶ国である｡インドネシアの人口は1臆6,600万人(3.4%). ブラジ

ルの人口は1位3,600万人 (2.8%)である｡日本は,1960年には第5位であったが.現在で

は7位となっている｡人口増加率が3%前後のバングラディシュ (2.7%),パキスタン(3.i

潔)が 1偉人を超えているが,2025年までには日本よりも人口が多くなる｡

第10位のナイシエリアは･ 図2 人口規模と順位 (雨対数表)

…軍喜喜琵 憲 …皇∴ し二,:,,盲.'二

以上の10ヶ国の人Ljを加え

ると,人口は30倍5.500万人と

なり.世界人口の63.2%を占

めることになる.
7
七
ノ
〓
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巨大な人口をもつ国は,アジアに集中している.そこで210の国と地域を,7つの地域にま

とめてみると,アジアの人口は28倍1,800万人となり,世界の6割の人口がアジアに集中して

いることがわかるo

アフリカの人口は5億5,500万人で,ll.5%を占め,これにラテン･アメリカの4億 500万

人 8.4%を加えると,世界人口の8割に達する｡

図3 世界人口に占める人口上位10ヶ国の割合 図4 地域別人口分布 1985
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人口増加率35%の国は20年で人口倍増

日本の人口増加率は,明治以降100年間,1%前後であったので,人口が倍増するのに70年

間が必要であった｡しかし,ナインェリアあるいはシリア,イラク,サウジ7ラヒアなどの

アラフ諸国のように人口増加率が3.5%を維持すると約20年で人口は倍増する｡

アジアの人口増加率を見ると.東アジアのEl本 (06%),中国 (1.2%),韓国が (17%)

2%未満で,それ以外の国は.2%以上となっているO

人口増加率は出生率水準による

人口増加率の水準は,死亡率よ

りも,出生率の水準によるところ

が大きい｡すなわち,出生率は,

ナイジェリアの504%Oから西 トイ

ツの10.1%Oまで分布しているが,

死亡率は,アフガニスタンの27.3

%｡から香港の5.3%と,出生率の半

分の水準に分Iilしているo

出生率と死亡率の相関から,C

字型の分布が読みとれる｡まず,

第 lグループは,出生率が50%O,

死亡率が20-50%Oに位置する文字

通りの多産多死の国々である｡第

2クル-プは,出生率が30-40%｡,

死亡率が5-15%｡の国々で,アジ

アの多くの国々がこ こに位置して

図6 出生率,死亡率と人口増加率

]1

】5 20死亡手T(CLlR) (㌔ )いる｡第3クルーフは,最近出生率の低下が著しい国々で,死亡率は5-10%Oとなっているが,

出生率は20%Oに近ついている｡韓国と中国がここに(;1置しているO第4グルー

プは,先進国であるo人口増加率もははセロであり,内ドイツのように自然増加率がマイナスとなる国も含まjlるO第3//ル-フに比へ死亡率が高いのは,高齢



が高くなっているからである｡

普通出生率と合計特殊出生率

人口増加率の水準を決める出生

率は,人口1.000あたりの年間出生

数で,一般に普通出生率あるいは

紬出生率という｡ この出生率の分

母には,出生に関係しない年少入

日や老年人目が含まれている｡ま

た年齢構成札 国によって様々で

ある｡

そこで,出生率を女了の年齢こ

とに分けて計算し.その年に生ま

れた女子がその年齢別出生率にし

たがって生涯をおくったとしたと

きの50歳での平均山姓児数を算出

した.これを合計特殊出Lji率 (T

FR)といい,年齢構成のちがい

をなくした出生率指標である｡

普通出生率と合計特殊出生率の

間にきれいな正の相関関係がみら

れる｡

図7 出生率と合計特殊出生率
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死亡率,乳児死亡率と出生時の平均余命

死亡率は,人口1,000あたりの年間死亡数で,一般に普通死亡率,あるいは粗死亡率という｡

死亡率は,年齢による差が大きく,どの国においても出生直後に高く,年齢とともに低くな

り,10歳台で最も低く.20歳をすきると再び年齢とともに高くなっている｡

普通死亡率は年齢構成の影響を受けるために,死亡率の水準をみるために,環境の影響を

受けやすい乳児死亡率,あるいは出生時の平均余命 (平均寿命)が剛 ､られる｡

乳児死亡率は,出生数1.000あたりの生後1年未満の死亡数である｡日本は,乳児死亡率の

最も低い国の1つである｡乳児死亡率が150を超える国は,アフカニスタン,エチオピア,カ

ンボジアなどである｡乳児死亡率が40以上の国では,乳児死亡率と普通死亡率との間に正の

相関がみられる｡しかし.40未満の国では,人口高齢化した国があるために乳児死亡率の低

い国のほうが普通死亡率の高いことがあるo

出生時の平均余命は,年齢別死亡率が算出された期間に生まれた人々が,その年齢別死亡

率にしたがって死亡減少したとしたときの全員の生存年数を平均したものである｡

出生時の平均余命の短い国は,乳児死亡率の高い国で,77カニスタン (37.0年), エチ

オピア (409年)などがある｡

図8 普通死亡率と乳児死亡率 図9 乳幼児死亡率と出生時平均余命
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開発途上地域の生産年齢人口の増加と雇用問題

1985年の先進地域の人口ピラミッドは.しだいに円筒型になりつつあること,すなわち人

口高齢化の進行を示している｡開発途上地域の年齢構成は,どの年齢においても先進地域の

2倍から5倍であり,文字通りの人tjピラミッドとなっているoとくに25歳未満の人口がき

わめて多いo

Lたがって,開発途上地域では.今後20年間,生産活動に従事しなければならない20-45

歳の人口が急激に増加Fするので,雇用問題が緊急かつ重要な問題となることがわかる｡

図101985年の年齢別人口

年齢構成は,過去100年間の出生率と死 図11出生率と老年人口割合宅符ノJI割

畠･∫Iー14-亡率によって

決まるが,理論的には死亡率よりも出生率の

水準によるところが大きい｡すなわち,65

歳以上の人口の割合(老年人口割合)紘,普通出生率が30

以上の場合は3-4%であるが,20未満の

Egでは普

通出生率が低くなるほど,その 割合が大

きくなる｡ '汚 トイ′.'7/リ力｢l本･付

･･･.I):'･t･了 ス
タ



社会保健指榛と死亡水準

社会開発に関連した指標の中から,坐

活水準を示す luあたりのカロ1)-供給

図12 1日あたりの平均力uリー供給量と乳児死亡率

乱1t死L率(七つ)
21)r

量と医療水準を示す医師1人あたりの人

口数を選び,乳児死亡率との関連をみよ 150

う｡

生活水準および医療水準ともに,高い 10-

水準を示す国はど乳児死亡率は低く,皮

対に低い水準の国ほと乳児死亡率は高く

なっている｡しかし,社会保健水準が類

似している国の中での格差は大きく.東 l

アジアと東南アジアの国は少ない資源を

有効に生かしていることが図に現れてい

る｡
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図13 医師1人あたりの人口数と乳児死亡率
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人的開発と出生率および死亡率

人的開発の目的は,教育あるいは技術訓

練なとによって人々の潜在的能力を顛在化

させ,国民の質的水準を向上させることに

ある｡男子については.その効果は生産活

動に直結する｡女子への教育は.生産活動

はかりでなく,主婦として母として家族全

員にその効果が及ぶことになる｡

中等教育の女子の就学率と.合計特殊

出生率および乳児死亡率との関係をみると,

就学率の高い国ほど,出生率も死亡率も低

いことがわかる｡就学率が20-50%の国の

間での格差は大きい｡しかし,10%前後の

国では,出生率も死亡率も高い｡

就学率の低い国では,男女間の識字率格差

がきわめて大きいことに注意する必要があ

る｡

図15女子の就学率と合計特殊出生率

合計特殊出生率(TFR)(児)
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経済開発と人口

人口の動向に探くかかわっていた女

子の教育水準は,人々の教育への意識

とそれを支える経済基盤にかかわって

いる｡

1人あたりの国民総生産IWlが大きい

国はど女子の就業率は高くなる傾向が

みられる｡大韓民臥 フィリピン,

スリランカなとは,同じ経済水準の国

の中では飛び抜けて就学率が高い｡

1人あたりの国民総生産額は.死亡

水準とも深く関連しているoその理由

の1つとして,1人あたりの国民総生

産額が多い国ほど,医師1人あたりの

人日放も少なくなるからであろう｡

図17 1人あたりのGNPと女子の就学率

玩(tt字平
川.S)
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図19 1人あたりのGNPと医師1人あたりの人口
(両対数表)

医師1人当たIlノ､口

ところで,開発途上地域では人口の都市集中が

みられるoLかし.都市に人Uが集中すると医療サーヒスの効率

もよくなると考えること

ができる｡しかし,郡市化の程度が同じでも,乳児

死

亡率に大きな格差がみられることにも注意を向けなければならない｡ 図20都市人口比率と乳児死

亡率亨L'RJjLL半(RL1)｡
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2.人口基礎統計

hTQ 国 名 人 口 対日 年平均増! 倍加 2000年

2000年1985年(千人) 比率 加率(%)1980-85 年数(年 ) 推 計人 口

(千人 ) 人 H順 位1 中 国 i,059.521 8.775

1.2 58 1,255,895 12 イ ン ド 758.927 6.286 1.9 36 964,

072 23 ソ 連 27 61845 ア メ リ カ

2316 020440 22 32 17947 6678 7 7 ソ ル‖ ふ 1312101

56474

2147 123 8725 1080

0 89 パ キ ス タ ン 100380

961 910 95198

788 3.3 21 161931 7ll メ キ シ コ 78996

180 ll12 60877 504 -0,2 - 5919 36 79Ll84 19870 12l31415 へ ト ナ ムイ タ リ アイ ギ リ ス 59575

713300125 495475 0.1 693 58465 0.1 693 52 57642 20354 22l62 2l161718( フ フ ン スフ ィ リ ピ ンタ イ 5551621498411`9 452 0.3 31451 2.4 29 74426 2,0 35 652 33 65057 13503 1

5351 161920 ト ル コエ ジ プ ト 44 28909 408 .1389 2.4 29 632 24 65941

18161 172ユ22 イ フ ンエ チ オ ピ ア 4443632557 037

0 .936L1 2.5 28 6643 50509 14981 232324

大 韓 民 国ス ペ イ ン Lil38258542 342 1.6 237 2725 ポ ー ラ ン ド 371
87 308 0.9 77 4036 4 816 282

42627 ヒ ノレ 7南 ア フ リ カ 373 153 0392 308 1,9 826

8 2.5 28 46499918 2628 3 564 253 1,6 43 37

197 3229 ザ イ ー ル 2
938 248 2.9 24 472 21 33 37581 25999 31

3031 コ ロ ン ヒ アカ ナ ダ 22 71442

6 38211 L1 63 28927 3632 2 153 20

6 4333 ル ー マ ニ アタ ン ザ ニ ア 2 017 l91 0,7 99 2557ー 4134
2 499 28 29

129 29512 353536 モ ロ ッ コ 2l2

94l



2.人口基礎統計 (続き)



2.人口基礎統計 (続き)



2. 人口基礎統計 (続き)

hTa 国 名 ^ Lj 対 日 年平均増 倍加 2000年

2000年1985年(千人) 比率 加率(%)1980-85 年 数(秤 ) 推計人口(千人) 人 口

噸 位127
オ マ ー ン128

129
ガ ボ ン130
ボ ツ ワ ナ131 モ ー リ

シ ャ ス132 ガ イ ア ナ 953 0,008 l133 ギ
ニ ア ピ サ オ++ 889 0.007 10006 ー9 36 83Ll l37134

135 フ ィ ン -キ プ ロ ス 691669 0.006 1
2. 58 762 138136 東 チ モ ー ル 659 0.005 25 28 876 136

137 650 0.005 3138 ガ ン ビ ア

643 0.005 19 36 898 13513
9 レ ユ ニ オ ン 531 0.004 08 87 656 142140 490 0.

004 22 32 668 141141 コ モ ロ 444 0.004 30004 4

1 22 695 1394 16 693 140142143 ノヽ - レ - ンマ カ

オ 432394 0.003 40 17 656 143144 赤 道 ギ ニ ア 392 0.003 2

01 33 559 1467 99 18 10lLlS146 マ ル タス リ ナ ム 383 0.003375 0.
003 1 4 51 63 469 1Ll8147

ジ ブ チ 364 0.003 32 22 604 144148 363 0,003 0.0 - 358 151
149 334 0.003 05 139 354 152
150 マ ル チ ニ ー ク 328 0､003 0

1 693 346 153151 326 0.
003 19 36 470 147152 カ タ - ル

315 0.003 68 10 569 145153 ソ ロ
モ ン 諸 島 6 19 447 149154 264 0.002 09 7

7 323 154155 253 0,002 03 231 284 156
156 ア イ ス ラ ン ド 243 0.002 12 58 273 15

9157 236 0.002 30002 l

7 19 323 1558 39 282 158158159 マモ ル ジ ブ 230183 0.002 33 21 283
157160 ベ リ ー ズ 163 0,001 23 30 221
161161 163 0.001 ー9 36 216 1

63162 西 サ モ ア 163 0,001 l0 69 180 166163 西 部 サ ハ ラ 155 0_001 28 2



2.人口基礎統計 (続き)



3 人 口分布



3 人口分布 (続き)

hTq 国 名 笠位霊 柳 '人 口分布 (% ' E従臥 E:倣 %̀) 警 *

^

}(歳) 0-14歳 15-64歳 65歳以上 年少人口 老年人Et

(%)41

マ ラ ウ イ42

グ ア テ マ ラ43

180 43 3 1 8 84445

フ )レ ン シ/

マ リ 5 4 846 ギ ニ

ア47 フ

ィ リ ピ ン4849 パ

ラ グ ア イ5

051 セ ネ カ ル中 央 ア フ リ カ2)
52 ボ リ

ビ ア53

カ メ ル ー ン54 チ ュ ニ ジ ア

55 キ リ バ

ス56

米 領 サ モ ア5
7 エ ク ア ド ノ㌔)
58 イ ラ ン

59 ガ ン ビ

ア60 /ヾ ノレ61 ベ ネ ズ

エ ラ62 モ ー

リ タ ニ ア63 リ ベ リ ア

6465 イ チ

66 仏 領 ギ ア ナ 19.4 41 86 3 72 6 73

67

(マ レ ー シ ア )68 エ ジ プ ト

69 レ ソ ト2)7071

ネ ハ - ルビ ル マ72 イ ン ド



3 人口分布 (続き)

hTu 国 名 中位致 年齢別人口分布(浴) 従属人口指数(浴) 都市

人竿歳苧0-1臆 笹 完 歳 65歳以上 恒 人可 老年人可 H
(欝83 南 ア フ リ カ

8485 レ ユ

ニ オ ㌔)86

87

88 ス リ ラ ン カグ ア ム

8990 米 領 バ ー ジ ン 諸 島

9192 中 国セ ン ト ヘ レ ナ 22

229394 ノヾ - レ - ン大 韓 民 国 2323

95 グ ア デ ル - プ2) 23

96 2397 チ リ 2498 マ ル チ こ - ク2 24 22

1199100 モ ノ ト セ フ トカ タ ル 24

243 30 57 13 544 32 67 1 49 2 88iOl 24

102 プ エ ル ト リ コ 2 15 90103104 イ ス フ エ ルキ ュ ー バ 242 9 33

58 9 57 7 100105106 シ ソ カ ポ ー ルア イ ル ラ ン ド 22 2 25

70 5 3610

7 2108
27 10 2

109110 ホ ン コ ソア イ ス ラ ン ド 27274 24 6

9 7 35 91日

28ll2

28113 キ プ ロ ス

28114

2829115 ポ ル



3 人口分布 (続き)

従属人口指数(%)年齢別人 目分布(形)
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4, 人口動態関連統計



4.人口動態関連統計 (続き)

hTu 国 名 普通出生率 普通死亡率 合 計 特 殊 乳児死亡率 女子婚姻率(臥) (臥) 出 生 率 対出生 lOOO

(15-19歳)(対198卜85平均 198ト85平均 1981-85平均

1976-85平均43

44 ヨ ル ダ ン 45 8 7.4 54 194546 ハ ヌ ア ツマ ダ ガ ス カ ル 45 1

2 6.5 9

447 チ ャ ド 44 21 5,9
14348

49 ニ カ ラ グ ア 44

10 5.9 7650 ボ リ ビ ア

51 モ ル ジ

ブ 44 12 82 5752 イ ラ ク 44 9 6.7

77 3353 カ メ ル ー ン

5455 43 21 5

.7 13743 11 6.7 885657 グ ア テ マ

ラパ キ ス タ ン58

レ ソ ト 2 1

39 595960 ネ ハ - ノレ

4 18 6.3

42 9 7.1 6661 41 22 5.4

14362 イ チ63

ラ オ ス 41 16 5.8 12264

イ 7 ン65 40

8 5.6 7066 39 10 7067 南 ア フ リ カ 39
14 5.1 8368 ク ウ エ - ト

39 3 6.1 23 2969 39
13 5.7 743

7071 フ - 夕 /カ タ ル 38 18

5.5 1938 5 6.8 387

2 ト ン ガ 38 973 エ

ジ プ ト74 エ ク ア ド ル 3

7 8 5.0 70 1975

′ヾ ノレ76 モ ロ

ッ コ77 36 7 4,9 45

177



4.人 口動 態関 連統 計 (続 き)

NQ 国 名 普通出生率 乳児死亡率 女子婚姻率(臥) (fio) 出 生 率

対出生 100085 フ ィ リ ピ ン 33 8 4,

4 517 24 14

8687 セ ン ト ル ソ ア 328889

イ ン ドバ ー レ ー ン 32 5 4.6 329091 ケ ー プ ベ ル デ 32 6 2331 11 4.

8 7592 コ ス タ リ カ 31 4 3.5 20 159394 ブ ラ ジ ルコ ロ ン ビ ア 31 8 3.8 71 1831 8 3,9 50 15

9596 朝鮮民主主義人民共和国ビ ル マ 31 6 4.0 309798 マ レ ー シ アベ ト ナ ム 31 7 3.9 30 1131 10 4.3 76

99100 フ ィ ジ ー西 サ モ ア 31 5

3.5 31 1231 7 33 9101 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦

30 4 5,9 38 5610

2 ト ル コ 30 9 4.0 92 22lO

3 ウ エ 30 8104 グ レ ナ ダ 29 8 13105
ガ イ ア ナ】 29 6 3,3

36 28106107 ス ) ナ ムレ バ ノ ン 29 7 3.6 3629 4

12 13108 29 9 3.8 48109 グ ア ムジ ャ マ イ カ 29 4 3.2 7110 28

6 3.4 21 27HlH2 ナ マタ イ 28 5 3.5 26 2ユ2

8 8 3.5 48 16113 ス リ ラ ン カ

28 7 3,4 39 10114

ア ル バ ニ アネ イ ビ ス 28 6 3.6 45

115 27 11 42116 モ - リ シ ャ ス 26 6 2.8 28

13117 セ イ シ ェ ル

26 7 14118

26 6 47119 2



4.人口動態関連統計 (続き)



4.人口動態的連統計 (続き)

-



5.社会開発関連統計

Na 国 名 崇品 慧 琶警lた 雷管県 ,i,星Blt-金製 9㍍ ,ロ 警霊宝芸孟
芸('984年 )(198川 ) (198卜年)総 量掌誉毘醤 1983年(港)

12ギ ニ ア 3

8 1,939 843

43 2.271 97Llア ン

ゴ ラ 43 2.041 8756

エ チ オ ピ アブ ー タ ン 44 8.78チ 1, F'ブ ル キ ナ フ ァ ソ 44 1.620 6845 49

,280 3.070 2.014 85 6.89マ ラ ウ イ 45 52,960 2,980 2.200 95 6.

8lO ラ オ ス一一 ｣ 45 1,992 90ll12マ リ 45 7,7 ,446 25.380 2,320 1.597

68 2.513ソ マ リ ア14セ ネ ガ ル

1516モ ー リ タ ニ ア

ネ ノヾ - ル 46 2,252 9717

18ル ワ ン ダイ エ メ ン1920 ブ ル ン ジ

48 2,378 1(1221ス ー ダ ン中 央

一㌔ F j 48 9.070 1.440 2,l22 90 1,32223 デ フ ) }ベ ニ ン
I - ノ一 一 一--24

25ノヽ ン グ

7 7~ ン/ ユ

リ ベ リ ア 50 8,550 2,940 2,367 1
02 7.326

27サ イ - ル

28ウ ガ ン ダ

29 卜 コ

30パ キ
ス タ ン31

52 2,271 9832マ ダ ガ ス カ ル

33ザ ン ビ ア

3



5.社会開発関連統計 (続き)

Na 国 名 望晶 慧 琶警ユ台 雪架 台 (1,星益金j(?9%h,ロ 警漂遥遠孟

宗(1984年 )(1981年) (r981年) 総 量 掌誉娼 1983年(

形)43 イ チ 55 1.887 83

44

45 イ ン ドコ4

6 57 2425 1094748
ノ′ コビ ル マボ ツ ワ ナ49 58 9.250 700 2,152 93 5.

650モ
ロ ッ コ51

ペ ノレ5

2 リ ビ ア53 エ ジ プ ト54 ニ カ ラ グ ア

5556 グ ア 丁 マ フ 60 2.
750 11557イ ラ ク

58 61 2.135 9
459 イ ラ

ン60 チ ュ ニ

ジ ア61
62 フ ィ リ ピ ン

63 シ リ ア

64 モ ン ゴ ル65 タ イ

6667 ト ル コ68 ヨ

ル ダ ン69 ブ ラ ジ ル70 ベ ト ナ ム
71 65 3.220 - 2.060 90 8

.472 エ ク ア ド ル 65 2.043 89 7.
511073

74 コ ロ

ン ヒ アモ ー リ シ ャ ス 65 2,54675パ ラ グ ア イ
76

メ キ シ コ77 ソ 連78 朝鮮民主主義人民共和国 6



5.社会開発関連統計 (続き)

hTn 国 名 聖晶 慧 琶警i公 害製 缶 Fl,望遠会場 h,口絵朗 に占め･1984年)(1981年, (l98lQ,松 虫麿趨 認 諾 碧
芦86

チ リ87ア

ル ゼ ン チ ン88 ハ ン ガ リ ー

89ア ノレ ′ヾ 二 ア

9091ノヾ ナ マ

92

ポ ー ラ ン ド93 ブ
ル ガ リ ア94

9596ノレ

- マ - ア97
ク ウ ェ ー ト9

899 ジ

ャ マ イ カ100 コ ス タ リ カ
101ウ ル グ ア イ

ユ02ア イ ル
ラ ン ド103オ ー ス ト リ ア

104

10510
6イ ギ リ ス107

キ ュ ー バlO8ギ リ シ ア

109イ ス ラ エ ル

110ベ ル ギ -

1日 フ ィ
ン ラ ン ド1ユ2 ド イ ツ 連 邦 共 和

国113デ ン マ - クll4
ホ ン コ ソ11

5116

カ ナ ダ117ア メ リ カ118ス ペ イ ン



6.人的開発関連統計

N8 国 名 f 就 学 率 .tl】等 (% ) 就学率 .初等 (%)計ー男 子 恒 子 1｢ 男 子 I 女
子12 ル ワ ン ダ 2 3 1 62 64 603 4 2

87 91 843 ブ ー タ ン

4 6 1 26 32 174 ブ ル キ ナ フ ァ ソ 4 5 3 27 34 20

5 4 5 3 45 55 366 マ フ

ウ イチ ャ ド 4 6 2 65 76 547 6 11 2 38 55 21

8 モ ザ ン ビ ー ク 6 8 4
79 91 689 ニ ジ ェ ー ル

6 27 34 1910

マ リ 7 10 4 24 30 ー8ll 8 日 5 】4 1

9 9】2 ウ ガ ン ダ 8 1

0 5 57 65 49i3ー4

15 1} 16 7 39 47

3016l7

ア ン コ フ

マ ダ ガ ス カ ル

18 モ - [) 夕

ニ アl9 セ

ネ ガ ル20

エ チ オ ピ ア21 イ チ

22 パ キ ス タ ン23

ソ マ リ ア24 中 央 ア フ リ カ

25 グ ア

テ マ ラ26 ラ オ ス 16 21 1

2 8527 ザ イ ー ル 16 23 8 88 704 72

28 ザ ン ビ

ア29 ス ー ダ ン

3031

32 ケ ニ ヤ

33



総歳出に占める

教育費支出(形)
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6.人的開発関連統計 (続き)

hln 国 名 就学率 .中等 (形) 就学率 .初等 (形

)計 壬男子 巨 子 計 ー男子 l

女子44 モ

ロ ッ コ45 タ イ 3

0 9946
47 チ ュ ニ ジ ア

48 中 国

49 イ ン ド

50 ボ リ ビ

ア51 パ ラ グ ア イ

52

5354 ガ ナ55

ト ル コ56

ニ カ ラ グ ア5758 ン′

ン ノヽ フ エ

イ ラ ン 39 6 3

59 ベ ネ ズ エ ラ

60 ブ ラ ジ ル 42 1

02 106 9961
62

ポ ル ト ガ ル63 コ ス タ リ カ

6465 チ ェ コ ス ロ バ

キ ア66 ベ ト ナ

ムコ ロ ン ビ ア67

68 マ レ - シ ア

モ - I) シ ャ ス69

70 エ ク ア ド

ル71 イ ラ

ク72 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦

73 メ キ シ コ74 エ ジ プ ト

75 ス リ ラ ン カ

76 シ リ ア

77 ジ ャ マ イ カ

7



総歳出に占める

教育費支出(形)
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6.人 的 開 発 関 連 統 計 (続 き)

ー



総歳出に占める

教育費支出(形)

24

10

は

8

詔
8

ガ

11

8

16

9

日

15

13

β

12

14

iO

〃

21

畑
tD～

;l

l9

14

i0
H

14

9

15
.
ge
l6

25

9

禦

還

教員1人当り

生 徒数 (人)

28

29

23

ほ

ほ

15

15

22

14

32

26

24

は

E;
16

32

21

22

21

40

27

20

詑

28

17

17

18

20

15

乃

18
別

封

5

5;

識 字 率 (% )

947 809

934 786

973 948

拓
98

96

鋸

93

63

87

86

63

お

7
3

9

つり
7

6

･1
6

7

LEB

拓

99
.
97

分

96

86

97

96

75

拓

-I.
;
･

4

7

E

i

.4
6

8
)
9

1

-

1

1
4
9

0

8

1

0

3

2
0

.
6

】

88

86

86

鮎
98

97

お
95

75

92

91
70

射

節

94

労

2

5

-

W

7

-

5

1

3

5

7

8

｡
･

9

3

.-

3

-

9

8

2

9
小

2

〃̀■
6



7.経済開発関連統計

hf8 国 名 ･人当りGNP G D遥 40'(%fi)醍1984年 年平均増
加率 農 業 工 業 サービス業

I エ チ オ ピ ア 110 0.4 48 1

6 3623 マ リ Ido l.1 46 11 43

4 ザ イ ー ル 14
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8 13 398 マ ラ ウ イ

9 ニ ジ ェ ー ルlO タ ン ザ

ニ ア 2lO O.6ll ブ ル ン ジ 220 1.9 58 16 26
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13 ト コ 250
0.5 22 28 50lil 中 央 ア フ

リ カ15 イ ン ド
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20 中 国

21 ケ ニ ア

22

23 ハ イ チ

320 1.024 ギ ニ ア25
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リ タ ニ ア31 リ ベ リ ア 470 0.5 36 2
6 3832 ザ ン ビ ア

33
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7.経済開発関連統計 (続き)

hTa 国 名 ･人 当 ｡G N P G P984PSfb,ヂ 配1984年 年平均増加率

44

エ ジ プ ト45 ナ イ ジ ェ リ ア 7
30 .8 27 30 4346

760 5 14 40 4647 カ メ ル ー ン 800 9 22 35 43

48 ニ カ ラ グ ア 860 .5 2

4 30 4549 タ イ 860 ,

2 20 28 5250 ボ ツ ワ ナ

960 8_4 6 45 4851

970 .2 15 31 5352 ペ ノレ

1.000 01 8 40 5153 モ ー リ シ ャ ス I,090 7 14 25 61

5455 コ ニノ コエ ク ア ド ル 1.140 3Ll50 37 7 6
0 338 14 Ll1 4656 ジ ャ マ

イ カ 1.l50 -04 6 39 5657

1,160 058 ト ル

コ i,160 9 19 33 4759 コ ス タ

リ カ 1,190 16 21 30 4960 1,240 4 26 26 L]8

6l2 チ ュ ニ ジ ア I.270 44 1

5 35 50663 コ ロ ン ヒ アヨ ル ダ ン 1,390i,570 40 20 30 50
8 8 30 626LI シ リ ア

I.620 45 20 24 5765 チ リ 1.700 -0.1 6 39 56
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5 5267 I.970 .5 9
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7778 * 7 7 ) カ 2,340 l2

.410 34 5 47 486 6 53 4179 ベ ネ ズ エ ラ 3.410 09 7 43 50

80 ギ リ シ ア 3,770 3



生産の増加
(■73 '84)

年平均増加率 (形)
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7.経済開発関連統計 (続き)
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8-1 経済協力関連統計 ･DAC(OECD開発援助委員会)加盟国の経済

供 与 国 経済協力総 額 政 肘 開

発合 計 琵SJT

(l轟DAC加 盟 国 合 計
=

ア メ

リ カカ ナ ダイ ギ リ ス 3,793 l,418 0.33

イ タ リ ア

オ - ス ト ラ リア

オ ラ ン ダス イ スス ウ ェ ー

デ ンデ ン マ - ク 625 449 0.

85ノ ル ウ

ェ ー 284 178 0.3

60フ 7 ン ス

ベ ル ギ ー



蟻力実績 (1984年)

援 助 (ODA) その他政府資金の流れ 体 によ る贈与 民 間
資 金二国間 国瞭機関

汁 内 直 接協 力 への挺出等投資等

‖

1
-
4
1

1

1

3

6
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頂

川
-7
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-3

△

18
-0
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8-2 経済協力関連統 計 ･開発途上国の経済協力援助受取額

拍1 国 名 ODA 受取

額すべての資金源か らの支 出純額ペ

ース年平均総受取鶴 総 受 取 額 l 人 当 り 対 G

N P 比百万ドル,'80J84 百万 ドル.'84 ドル,'8

4 (%)i エ

チ オ ピ ア 223 ハ ン ク フ T ツ ユマ リ 1199248

L1 ザ イ ー ル 360

5 ブ ル キ ナ フ ァ ソ

2026 ネ パ ー ル 188

7 ビ ノレ マ 2976 275 7

6 4.38 マ ラ ウ イ 1356 159 2

32 13.89 ニ ジ ェ ー ル 1918

162 261 14.810 タ ン ザ ニ ア

6486 559 26O ld.7ll ブ ル ン ジ 1298 141 307 15

.012 ウ ガ ン ダ 1368 164 10

9 3.313 ト コ 906 110 37

3 16.714 中 央 ア フ リ カ 1020
114 451 18.815 イ ン ド 17748 1547 21 0.8

16 マ ダ ガ ス カ ル 21.2 156 15

.8 7,017 ソ マ リ ア 391

8 363 69418 /ヾ ニ ン 83

4 77 197 8_019 ル ワ ン ダ 1552 165 282 10.2

20 中 国 507.0 798 08
0.321 ケ ニ ア 4328 Ll3

1 221 7.522 72.6 61 1

65 6.223 イ チ : l2ー

.8 135 2.1 7,524 ギ ニ ア

95.6 123 208 6.325 ガ ナ 161

_8 216 175 5,726 ス リ ラ ン カ 425.8 468 2

95 8.027 ス ー ダ ン 7164 616 289

28 パ キ ス タ ン 81.

0 698 7.5 2,i29

セ ネ ガ ル 319_8 333 527 0

2 14.843031 ア フ カ _ ス タ ンプ - タ ン 171200 18

Ll8 6.032 チ ャ ド 740 115 236

33



8- 2 経済協力関連統計 ･開発途上国の経済協力援助受取額 (続き)

NQ 国 名 01)A受取
額すべての資金額か らの支出鈍額ペ

ース年平均総受取額 総 受 取 額 1 人 当 り

対 G N P 比ドル,'84 (形
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81 2 経済協力関連統計 ･開発途上国の経済協力援助受取額 (続 き)

-



国名索引11 (表中の数字は,各統計表における)順位を示したものである｡)

5



国名索引-2

5



国名索引-3





国名索引-5



国 名 人目基礎 人口分布 人口動態 社会開発 人的開発
控訴開発統 計 関連統計

関連統計ノヽ ヌ ア ソグ ア ム 166 45 - -169 88 109 - -

キ リ バ ス ユ81 55 1

97ナ ウ ル 19

8 198 - - -164 17 199 -

ノ ノレ 199 131196 (

23) 200米 領 サ モ ア 18

6 56 81仏 領 ポ リ ネ シ ア l61 90 -

ウ エ 203 32 103

西 サ モ ア l62 8 10

0 - -ト ン ガ

l71 30 72195 20120 ノ 遵ソ 連(注目 表の見方 :各関連統計の鵡び換えの基準は,人rj基礎統計は人日焼晩 人U分布はtl1位数年軌 人

目動態関越統計は出生率,社会開発関連統計は平均余命,人的開発関連統計は中等教育就

学乳 経済開発関連統計は 1人当たりG

NPであるので.各統計表における数字は以上示した指標の雌位を示しているO

東部アフリカ･ブルンジを刑にとるならば.人口基礎統計の92番目に人口,対日比率.咋

平均増加率等の数値が示されている｡人口分布については44番目.人口動態関連統計は21番目

,社会閉海関連続計は20番目.人的開発関連妖言1は5番EL 経済開発関連統計について

はlト番目に.それぞれ閑適する数値が示されているDしたがって,ブルンジの各指標を国際的水準からみると,人口規模は中位,国の年齢構造は若く,rP.

生率は高い｡また,平均余命.教育水準,GNPはともに低いことがわかるO(注2) 上記索引表における国が,本文中の表



テクニカル ･ノー ト

2 人口基礎統計

(資料)unLtedNatLOTtS11′oT･ldPopulalioTl仇arl,1985

上記資料における人口規模について,1985年年央人口について大きい棚に並びかえを行な

ったものである｡

人口増加に関しては,1980-85年における年平均増加率,さらにこの間の増加率が継続さ

れた場含 人口が2倍に達するのに要する期間を計算し.2000年の推計人口及びその時点にお

ける順位を表記する乙とにより,人口増加の潜在力を示した｡

人口増加は,経済関連統計に示された経済成長率,労働力増加率,食糧生産指数との関連

性が深い｡矧 こ開発途上国においては.人口増加率が1人当たりGNP増加率を上回るとこ

ろもあり,人口増加が経済成長分を相殺してしまう現象が観察される｡さらに急増する人U

に応じた食糧自給問題も深刻化する可能性がある｡

3 人口分布

(資料)中位数年晩 年齢別人口分Ifi,従属人口指数:厚生省人Lj問題研究所『人口問題研究』,

第176号,昭和60年10月

都市人口比率:unitedNationsn70rldPopulo臼onOWL,1985

表は.中位数年齢に従い,低い順に遊びかえを行なったものである.人口分布については,

年少人口に区分される0-14歳.経済活動人口である15-64嵐 老齢人口である65歳以上の

3区分に分類されているOさらに従属人口指数については,年少人口指数 (15歳未満人口/

15-64蔵人ux100).老年人口指数 (65歳以上人口/15-64歳人EjXloo)に分け算出さ

れている｡一般的に開発途上国においては.高い出生率を反映し.年少人口指数は高く.先

進国においては-低い出生率,高い平均余命を反映し,老齢人口指数が高くなっているO

厚生省人口問題研究所による資料は,UTl王EedNol10nS｣恥mogT･aPhLCYenrbooh 1983年

度版に基き?.寸算されたものであるO ここで示した蓑は,中位数年齢については,小数点以 卜

第2位を四捨五入,年齢別人目比率については′ト数点以 卜を四捨jL人したものである｡また
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表に注番号を打ったデータについての統計利用上の留意点は下記に示す通りであるO

注① チークは調査漏れを補正していないO

注㊥ 総数に年齢不詳も含まれているため年齢別人口分布比率の合計は100%とならない.

注㊥ 概数のため総数は各年齢の合計と合わないO

注④ 暫定値

注⑥ 小数点以fIを四捨五入したため,計算上0.42%である65歳以上人口が0となってい

る｡

4 人口動態関連統計

(資料)出生⊇軌 死亡率.合計出生乳 乳児死亡率 :untiedNal10nSWo'･ldPopulalLO'I

CJzart,1985

15-19歳女子婚姻率 :ThePoptltatlOnReretcnccBuleau, TJzell'orld'sWomeZt

A P,･oJLle(lnrCCOgnltlOnOftheUnltCdNat10nSDecade

forWomerL1976 1985)

表は,出4=.率の高い順に配列されているo一般的経験則である人口転換過程に従うと,人

目は,高死亡,高出生状態から,最初に死亡率が低下を始め,同時に.または一定のタイムラ

グをおき,出Ji率が低下を開始し,最終段階には,死亡率,出生率ともに低水準で均衡する

という経過をとる｡以上の過掛 ま.多くの似合,各国の発展段階と照応している｡他の蓑と

の関連でいえば,出生率と死亡率の差は,人口銭礎統計の増加率と関連をもち,死亡乳 乳

児死亡率については,尉睦に関する指標と関連を持つOまたすでに記した通り発Ijiとの関連

では後記のGNPとの関係- 所得と[+.1-率の間には貝の相関- が考えられる｡表におい

て15-19歳における女子婚姻率を示したのは,高山Jl･.率が低年齢層における賠桐率の高さ,

す7Liわち再生産年齢期間の長さに開通しているためであるO

5 社会開発関連統計

(資料)世界銀行 『世界開発報告i986』

表は,主要な保健関連挙項について,平均余命の低い順に配列したものである.､IJ-･均余

命の長短は,各国の探健事情を反映しているo平均余命の高いところでは,相対的に保健･
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医療が充実しており,また栄養状態もよいと考えられる｡他の表との関連からいえば,保健

･医療水準と死亡率水準 (負の相関).保健･医療体制の整備と経済関連指標 (正の相関)等

の関係が考えられる｡

6 人的開発関連統計

(資料)ユネスコ文化統計年鑑,1981-85年

表は,主に教育に関する基本的な統計をまとめたものであり,中等教育における就学率の

高い順に従って国が配列されているO就学率及び識字率は,国の発展段階とほぼ正の相関関

係にあり.また水準が高くなるにつれて男女の格差が小さくなる傾向がある｡統計数字につ

いては,入手可能な最新年度分のものを提示したが,特に1980年度以前の数値については.

イタリック体で表記されている｡

<就学率>

人口25万人を超える国の総就学率をパーセンテージで示している｡総就学率とは,初等,

巾等学校就学年齢層に対応する特定の年齢層の人口で.全年齢の在学者総数を割ったもので

ある｡このため,学齢人口のはとんと全員が教育を受けている諸国については,児童の実際

の学齢分布が公式学齢を超えて広がっている場合,総就学率は100を超えることになる.また,

これらの就学率は.各国の教育制度や教育期間の相違を考慮して算出されている｡

<識字率>

識字とは,読み書きの双方ができる能力を意味するものとし,本義の識字率は.文盲率

(半識字者を含む)の余数として算出されている｡15歳以上の人口に関する識字率を示してい

るが,例外については,下記の脚注を参照されたい｡

a) 10歳以 ヒ人口を対象とするo

b) 15-49歳人口を対象とするo

c) 9-45歳人目を対象とする｡

<教員l人当たり生徒数>

公1'(.およひ私立の初等教育における教員り＼当たりの在学児童数を示しているO教員とは,

常勤者と非常勤者の双方を含み,学習指導機能を持っていない教育要員は除くものとするO

<総歳出に占める教育費支出>

政府総歳出に占める教育費の割合をパーセンテージで示している｡教育責は,教育経常桂
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費を用いて算出されており.管理費,教員とその補佐役の報軌 学校用図書,及びその他の

教材,奨学金,厚生事業遊びに校舎の維持管理に要するすべての経費を含むo

7 経済関連統計

(資料)世界銀行 F世界開発報告1986』

FADPT･Oduct10TtYearbook.1984

Ltr界銀行の II′o']dDeuelopme'ztRepol･11986にある128ヶ国を,l人当たりGNPの小

さい相に並べ替え.配列している｡人口百万以下の国は入っていない｡

1人当りGNPは経済発展を表わす1つの代表的指標である｡l人当たりのGNPが高く

なるにつれ,その国のGDPに占める工業の割合が高くなる傾向がある｡ただし,二1二業には

鉱業.製造業,建設業等が含まれ 巾でもここでは省かれている製造業は経済成長の主力に

なることが一般的で,その割合や成長率は,経済の動きをみる上で重要である｡(

産出高の部門別成長率は,ここ10余年の各国経済の成長の動きを部門ことに示しているが.

GDPの部門別シェアと,労働力の部門別分配率をあわせてみると.経済成長と雇用吸収力

の問題を考える糸口が与えられる｡なお,1980--2000年までの労働力の年平均増加率は,低

･中所得国の巾に3%を超える所も少なく11く,雇用の間韻が深刻でありつつけることを予

想させる｡

人口と関連のある食糧L&.産については,72-74年時と82-84年時を比較した状態を示す指数.

及び,82-84年時の穀物収量を示した｡後者は.栄,′ト麦等食用穀規の計から出された数字

であり,各国の主要食用穀物の違いを無祝してある｡この他.人口と農業 (発展)の接点に

ある指標として,農用地lha当たりの平均農業人口,Iha当たり平均肥料投入量,潜溌率,

トラクター台数等の数字もある｡

<注>

(1) イタリック体は.1983年,あるいは項目については,1973-83年の数字である.

(2)｢ユ人当たりGNP｣出所 :世界銀行 『世界開発報告 1986｣表1より｡

データの利用可能性の問題と為替レートの決定の困難から,東ヨ-ロッパの非市場経済

圏諸国についての数字は出ていない｡

(3)｢GDPの分配｣出所,同上,表3｡

蓑頑は一応日本語版訳に従ったが,部門別GDP構成比の意である｡

-62-



(4)r生産の増加｣出帆 同上 表2｡産出高の部門別年平均成長率の意であるo

(5)｢労働力の部門別ソエアJ r労働力の年平均増加率 1980-2000｣同上 表30｡

(6)｢平均1人当たり食粗生産指数｣同上 表6｡ ただし,原典はFAOのデータである｡

食糧生産 (穀軌 澱粉根,砂糖きび,さとう大瓶 豆類,食用油,ナッツ規,果軌 野菜,

畜産品から成る)量を総人口で割って算出された数字による｡

(6)r穀物収量｣出所 :FADProductLOTiYeorbooh1984表15をもとに1982年から84年の

3ヶ年について.生産量の合計を収穫面積の合計で除して平均収量を喜i算した03ヶ年の

数字が得られない国については,84年の数字を載せたo

F印はFAO推計値が,☆印は非公式値が,平均値を出すために使った3ヶ年のいずれ

かの数字に含まれていることを示している｡

8 経済協力関係統計

(資料)外務省編 Fわが外交の近況61』

世界銀行 F世界開発報告1986』

表8-1はOECDの下郡委員会であるDAC(開発援助委員会)に加盟する17ヶ国による経済

協力の,主として量に関する数字であるoこの巾で,自国の輸出振興や海外投資を主目的と

する ｢その他公的資金の流れ｣,｢民間資金の流れ｣は,援助とはみなされない｡真の援助と

みなされるODAの対GNP比が.各国の援助実績の評価の1つの主な指標であるが,これ

は年度ことにかfj:り変動するO (ちなみに.84年度034%で17ヶ国中11位であったEl本は,

85年度には0.29%で15位となっている)｡ここに出ている他に,ODAの質をみる指標として一

国民 1̂ 当たりの負担楓 贈与比率.グラント･エレメントなどがある｡

蓑8 2は,OECD諸国に限らずあらゆる資金源からの政肘開発控助の受取相についての数字

である0年ことの変動をならすために,1980年から84年までの5ヶ年について算術平均を出

した｡各国における援助の重みや経‡剤こ占める大きさが1人当たり受取額と対GNP比によ

って示される｡

<注>

8-1 開発援助委員会 (DAC)加盟国の援助

出所 外務省編 大蔵省印刷局発行 『わが外交の近況 61jp593-595.付表511は

り ｢二国間｣の項は,贈与及び政府貸与等の合計報としたoまた,｢その他
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政府資金の流れ｣は輸出信用,直接投資金融等,国瞭機関に対する融資等を

含む｡ ｢直接投資等｣には,証券投資,対外貸付が含まれる｡

8-2 出所 Lir界銀行 『世界開発報告 1986』蓑21｡ただし.平均受取鶴の項のみ.表21

における1980年から84年の5ヶ年の数字を算術平均した値である｡
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